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好奇 

よく知られている通り、ハチミツを作るのはハチと花で

す。ハチが数本の花を飛んでまわって、花粉
か ふ ん

を集め

ます。巣に花粉を持ち帰ってそこでハチミツを作りま

す。でも、１キログラムを作るには、どのぐらい花がい

るでしょうか？正解は、なんと、4,000,000本です！そし

て、ハチは生涯
しょうがい

にわたってどのぐらいハチミツを作ると

思いますか？実は、だいたい小さじ一杯分しか作ら

ないのです。ハチたちがすごい協力を通して大量の

ハチミツを作りますね。そして、同じ巣に入っているハ

チの集団
しゅうだん

はハチミツを1.5kg作るには合わせて88,500km

ぐらいの距離
き ょ り

を飛びます。ニュージーランドには「マヌ

カハニー」（英語でハチミツは“honey”)というとても有名

なハチミツがあります。マヌカ花にはとても健康的な

成分が入っていますので、それがハチミツにでてきま

す。この成分は体内また体外のばい菌
きん

を殺す効果
こ う か

が

強くて、高く評価
ひ ょ う か

されて

います。病院用のマヌ

カハニーもあるようで

す。高級マヌカハニー

を使った製品は4万円

もします！ 
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Thanksgiving Day
サンクスギブィン・デイー

って聞いたことがあるでしょうか？

カナダとアメリカの祝日として有名で、日本語

で「感謝祭
かん し ゃ さ い

」と言いますが、習慣が日本の 

祝日と違います。Thanksgiving Dayの正体をもっと

細かく見てみましょう。 
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“Hello” 
 

好奇新聞
こ う き し ん ぶ ん

カラー版
ぱん

は京丹後市ホームページに掲載
けい さい

してありますので、ぜひ検索
け ん さ く

してみてください！ 

京丹後市 

好奇： 「こう‐き」 

めずらしいことや 

未知のことに対して 

強くきょうみを持つこと 

好奇新聞
こ う き し ん ぶ ん

は京丹後市に住むALT、 

アメリカのシアトル出身Jeremy Odden「ジェ

レミー・オデン」さんにThanksgivingについ

て聞きました。ジェレミーさんにとって、

１１月から１２月末までの期間の中で

はThanksgivingがとても楽しみな祝日だそ

うです。なぜなら、Thanksgivingは自分のも

のを他人と分け合うためのお祝いで

す。その日はおいしい食べ物が山ほど

食卓に盛
も

られるようです。ジェレミーさ

んのお母さんは当日までに全部の材料をそろえるために

数月前から準備
じ ゅ ん び

をします。お母さんは当日の夜明けか

ら、友達と家族の来客10人ぐらいのために本格的に調理

に取り組みます。お母さんは他人のためにがんばるようで

すが、お父さんとジェレミーさんは手伝わないのでしょう

か？実は、彼らは前日深夜までホームレスの人たちのた

めに炊き出しを提供
ていきょう

します。おそらく、日本ではそういう

習慣
しゅうかん

がないようですが、多くの国々にはクリスマスとか

Thanksgivingの日は家のない人のためにごはんを配る習慣が

あります。Thanksgivingは自分の友達と家族のためだけでな

く、知らない人まで気遣
き づ か

って、食べ物と幸せをみなさん同

士で分け合うお祝いです。 

多くの記事によれば、英語のあいさつ「Hello」（ハロー）の起源
き げ ん

は電話専用
せんよう

あいさつだったそうです。その前、Helloは１９世紀

の前期のイギリスであいさつではなく、注目をさせる言葉、 

こちらは京丹後市のALTもう一人、

Camilla Ingegneri (カミラ・インジェン

ニェーリ）の家族のThanksgivingの食卓の

様子です。Thanksgivingの定番料理はオーブンで焼いた 

七面鳥
しちめんちょう

です。 

ニュージーランドのマヌカ花 
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ジェレミー・オデンさん 

またおどろきを表す言葉でした。たとえば、“Hullo, what do we have here?”「あれ、なんじゃこれは？」（当時、つづりと発音は

今と少し違っていました）。電話の発明家スコットランド人アレクサンダー・グラハム・ベルは電話のあいさつとして「Ahoy」(ア

ホーイ）を提案
ていあん

したが、アメリカ人の発明家トマス・エジソンは「Hello」を提案し、とても人気になり、なんとなく英語圏
けん

の日常

の挨拶になりました。 


